
　
天
　
位

悠
久
の
伽
藍
を
つ
つ
む
夏
木
立
　
中
島
　
平
太

　
地
　
位

虫
干
の
も
の
に
山
門
設
計
図
　
　
石
川
　
彰
子

　
人
　
位

扁
額
に
残
る
金
色
門
涼
し
　
　
　
浅
野
　
義
信

　
九
月
二
十
八
日
（
日
）
滑
川
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催
。
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
宿

場
町
回
廊
め
ぐ
り
、
芭
蕉
句
碑
、
海
遠
望
等
を

吟
行
。
参
加
者
は
四
十
一
名
、
出
句
数
八
十
句

（
二
句
投
句
）、
一
人
五
句
選
。

　
天
　
位

街
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
秋
茜
　
　
西
　
　
和
美

　
地
　
位

鐘
楼
へ
妻
の
背
を
押
す
萩
の
風
　
坂
田
　
直
彦

　
人
　
位

天
高
し
地
球
が
丸
く
見
え
る
風
呂
　
芹
田
き
み
子

外
へ
の
俳
句
の
広
が
り
等
に
つ
い
て
、
豊
富
な

知
見
を
基
に
分
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
い
た
。

（
講
演
要
旨
は
別
掲
）

　
小
憩
後
、
俳
句
大
会
に
入
る
。
出
句
数
は

五
百
十
句
（
二
五
五
名
）。
連
盟
役
員
に
よ
っ
て

選
考
さ
れ
た
特
選
句
、
入
賞
句
を
森
純
子
幹
事
、

室
井
千
鶴
子
幹
事
が
披
講
。

　
そ
の
あ
と
森
川
敬
三
幹
事
、
田
上
眞
知
子
理

事
、
宇
波
可
津
志
理
事
、
宮
﨑
あ
つ
子
理
事
、

杉
本
恵
子
理
事
が
講
評
。

　
引
き
続
き
表
彰
式
に
移
り
、
楠
浩
介
北
日
本

新
聞
社
生
活
文
化
部
長
よ
り
北
日
本
新
聞
社
賞
、

中
坪
達
哉
会
長
よ
り
連
盟
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈

呈
さ
れ
た
。（
成
績
は
別
掲
）

　
中
島
平
太
事
務
局
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
大

会
は
成
功
裡
に
終
了
。
尚
、
当
日
連
盟
合
同
句

集
（
第
五
十
集
）
を
配
布
し
た
。

◇
連
盟
創
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
御
芳
志

　
　
金
　
二
万
円
　
匿
名

　
七
月
二
十
一
日
（
日
）
夏
季
吟
行
会
を
開
催
。

南
砺
市
城
端
、
南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ

「
桜
ク
リ
エ
」
を
会
場
に
、
城
端
別
院
善
徳
寺
、

城
端
界
隈
及
び
桜
ヶ
池
等
を
吟
行
。
参
加
役
員

が
選
句
を
行
っ
た
。
出
句
は
百
十
四
句
、
参
加

者
五
十
七
名
。

　
富
山
県
芸
術
祭
主
催
並
び
に
富
山
県
民
芸
術
文

化
祭
参
加
の
秋
季
俳
句
大
会
は
十
月
四
日
（
土
）

午
後
一
時
か
ら
、
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル
に
て
、

八
十
八
名
の
参
加
を
得
、
川
井
城
子
幹
事
の
司
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会
に
よ
り
開
催
。
中
坪
達
哉
会
長
は
、
ま
ず
創

立
五
十
周
年
記
念
俳
句
大
会
及
び
祝
賀
会
へ
の

謝
辞
を
述
べ
た
。
そ
の
後
続
い
て
「
七
月
の
城

端
で
の
吟
行
俳
句
大
会
、
本
日
配
布
し
た
合
同

句
集
第
五
十
集
を
発
刊
し
、
新
た
な
一
歩
を
歩

み
始
め
た
。
昨
今
、
時
代
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る

し
く
、
と
り
わ
け
情
報
通
信
分
野
の
激
変
に
伴

い
、
言
葉
の
発
信
の
仕
方
も
大
き
く
変
わ
り
、

日
本
語
の
あ
り
よ
う
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
美
し
い
日
本
語
の
調
べ

で
成
り
立
っ
て
い
る
俳
句
文
明
を
大
切
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
俳
句
は
生
活
文
化
そ

の
も
の
で
あ
り
美
し
く
豊
か
で
、
厳
し
く
も
あ

る
富
山
の
自
然
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
富
山
県
歌
人
連
盟
副
会
長
、
木
下

晶
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
不
易
と
流
行
を
め
ぐ
っ

て
～
俳
諧
か
ら
俳
句
へ
そ
し
て
世
界
文
学
へ
」

の
演
題
で
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
わ
た

る
日
本
短
詩
型
文
学
の
近
代
化
を
は
じ
め
、
海

第 101 号

令
和
七
年
十
二
月
一
日
発
行

富
山
市
安
住
町
二
―
一
四

　
〒
930
―

0094
　
電
話
〇
七
六
―
四
四
五
―
三
四
四
三 

　
振
替
番
号  

金
沢
　
五

―
一

七

一

〇

八

　
北

日

本

新

聞

社

編

集

局

内

富

山

県

俳

句

連

盟

（挨拶の中坪達哉会長）

　
令
和
八
年
度

　
　
総
会
・
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
日
　
時
　
令
和
八
年
六
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
～
十
六
時

　
会
　
場
　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

　
講
　
師
　「
岳
」
編
集
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
貴
子
先
生
　

　

第
七
十
四
回
　
富

山

県

芸

術

祭

主

催

　

第
二
十
九
回
　
富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
参
加

　

秋

季

俳

句

大

会

木
下
　

　
先
生
の
講
演
を
聴
く

連
盟
夏
季
吟
行
会

南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
「
桜
ク
リ
エ
」

富
山
県
現
代
俳
句
協
会

秋
季
吟
行
俳
句
大
会

　
令
和
八
年
度

　　
夏
季
吟
行
俳
句
大
会
（
予
告
）

　
期
　
日
　
令
和
八
年
七
月
十
九
日
（
日
）

　
会
　
場
　
富
山
市
八
尾
町
　



　令和７年12月１日 富 山 県 俳 句 連 盟 会 報 　第 101 号〔２〕

義
　
信
選

か
づ
を
選

冬
　
青
選

可
津
志
選

こ
う
き
選

喜
　
子
選

康
　
裕
選

芙
　
美
選

城
　
子
選

弥
　
生
選

秀
　
子
選

美
智
子
選

洋
　
子
選

直
　
彦
選

一
　
子
選

重
　
之
選

桂
　
子
選

恵
　
子
選

昭
　
夫
選

　
勇
　
選

せ
つ
子
選

眞
知
子
選

寿
　
山
選

平
　
太
選

広
　
美
選

達
　
哉
選

睦
　
子
選

美
知
子
選

多
佳
子
選

真
智
子
選

幸
　
子
選

あ
つ
子
選

遠
雷
は
母
の
小
言
に
ど
こ
か
似
る

秋
天
へ
娘
の
乗
る
機
影
送
り
出
す

復
興
の
夏
空
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

ど
の
顔
も
か
つ
て
村
の
子
墓
参

放
し
飼
ふ
や
う
に
小
鳥
来
厨
窓

解
体
の
地
響
き
咲
き
継
ぐ
百
日
紅

群
と
ん
ぼ
牧
草
刈
り
の
音
の
中

乱

心

の

一

歩

手

前

の

熱

帯

夜

原
爆
忌
握
つ
て
潰
す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

語
り
継
ぐ
子
等
の
ま
な
ざ
し
原
爆
忌

鎮

魂

の

白

に

始

ま

る

揚

花

火

露
草
や
峠
越
え
れ
ば
風
変
は
る

ト
ラ
ッ
ク
の
七
夕
短
冊
を
落
と
す

朝
顔
の
数
に
始
ま
る
子
の
日
記

妻
と
手
を
つ
な
ぎ
た
く
な
る
風
の
盆

内
定
あ
り
母
へ
感
謝
の
薔
薇
一
本

露
草
や
峠
越
え
れ
ば
風
変
は
る

ふ
る
さ
と
の
訛
に
戻
る
踊
の
輪

の
う
ぜ
ん
の
風
に
明
る
き
通
し
土
間

箒
目
に
一
日
始
ま
る
暑
の
カ
イ
ニ
ョ

桃
す
す
る
こ
の
世
ま
だ
ま
だ
捨
て
が
た
き

箒
目
に
一
日
始
ま
る
暑
の
カ
イ
ニ
ョ

卒
寿
今
秘
め
事
吐
き
し
終
戦
日

結

納

の

謡

ひ

と

節

夏

座

敷

野
良
着
み
な
夫
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
茄
子
の
花

ピ
ッ
ケ
ル
に
結
は
へ
て
下
る
ビ
ー
ル
缶

ど
の
顔
も
か
つ
て
村
の
子
墓
参

う
つ
か
り
も
玉
子
小
さ
き
も
酷
暑
ゆ
ゑ

は
や
ば
や
と
仏
飯
下
げ
る
暑
気
つ
づ
き

沙
羅
の
花
落
ち
て
は
じ
ま
る
水
の
旅

原
爆
忌
戦
な
き
世
を
子
と
祈
り

ポ
ケ
ッ
ト
に
故
人
の
名
刺
虫
干
せ
り

藤
井
　
詩
耕

布
本
美
知
子

石
灰
　
潤
子

二
俣
れ
い
子

岡
田
　
康
裕

西
田
　
広
子

金
山
美
恵
子

川
井
　
城
子

北
村
加
代
子

川
西
　
悦
子

稲
田
　
節
子

神
田
　
邦
子

栃
原
百
合
子

升
田
　
義
次

八
尾
と
お
る

高
橋
せ
つ
子

神
田
　
邦
子

二
口
わ
こ
う

森
野
　
　
稔

寺
田
　
嶺
子

神
田
　
邦
子

寺
田
　
嶺
子

西
村
　
久
栄

二
口
わ
こ
う

青
木
　
章
子

内
田
　
　
慧

二
俣
れ
い
子

横
山
ゆ
う
こ

木
下
　
　
晶

寺
田
　
恭
子

丸
田
美
恵
子

馬
瀬
　
和
子

　
◇

連

盟

選

者

特

選

句

　
◇

入
　

賞
　

句

原
爆
忌
握
つ
て
潰
す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
　
　
　
　
北
村
加
代
子

帰
省
子
の
髪
を
束
ね
て
水
仕
す
る
　
　
　
　
　
杉
本
　
恵
子

先
客
の
供
花
に
供
花
た
す
墓
参
　
　
　
　
　
　
金
山
美
恵
子

羅
の
寺
僧
は
風
の
や
う
に
去
る
　
　
　
　
　
　
村
田
　
悦
子

胸
に
置
く
ラ
ジ
オ
の
時
報
広
島
忌
　
　
　
　
　
久
﨑
富
美
子

　
　
九
　
位
　
４
点
（
特
選
あ
り
）

沙
羅
の
花
落
ち
て
は
じ
ま
る
水
の
旅
　
　
　
　
寺
田
　
恭
子

ピ
ッ
ケ
ル
に
結
は
へ
て
下
る
ビ
ー
ル
缶
　
　
　
内
田
　
　
慧

　
※

得
点
数
が
同
じ
場
合
は
特
選
数
の
多
い
方
を
上
位
と

　
　
す
る
。

　
富
山
県
現
代
俳
句
協
会

　
　
定
期
総
会
・
春
季
俳
句
大
会
（
予
告
）

　

日
　
時
　
二
〇
二
六
年
三
月
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　

開
会
　
十
三
時

　

会
　
場
　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
　
一
階
　
集
会
室

　
　
天
　
位
　
18
点

ど
の
顔
も
か
つ
て
村
の
子
墓
参
　
　
　
　
　
　
二
俣
れ
い
子

　
　
地
　
位
　
10
点
（
特
選
１
）

野
良
着
み
な
夫
の
Ｙ
シ
ャ
ツ
茄
子
の
花
　
　
　
青
木
　
章
子

　
　
人
　
位
　
10
点
（
特
選
な
し
）

い
つ
よ
り
か
子
に
支
へ
ら
れ
吾
亦
紅
　
　
　
　
山
西
　
澄
子

　
　
四
　
位
　
９
点
　

山
荘
の
カ
レ
ー
大
盛
り
雲
の
峰
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
順
子

鎮
魂
の
白
に
始
ま
る
揚
花
火
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
　
節
子

生
身
魂
よ
く
食
べ
よ
く
寝
よ
く
笑
ふ
　
　
　
　
畑
中
あ
づ
き

　
　
五
　
位
　
８
点

遠
雷
は
母
の
小
言
に
ど
こ
か
似
る
　
　
　
　
　
藤
井
　
詩
耕

め
だ
か
飼
ひ
自
由
研
究
始
ま
り
ぬ
　
　
　
　
　
吉
野
　
恭
子

　
　
六
　
位
　
７
点

早
起
き
は
生
き
る
喜
び
青
田
風
　
　
　
　
　
　
成
瀬
　
輝
代

戦
な
き
八
〇
年
や
遠
花
火
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
里
眞
紀

妻
と
手
を
つ
な
ぎ
た
く
な
る
風
の
盆
　
　
　
　
八
尾
と
お
る

山
寺
の
夜
明
け
を
告
ぐ
る
蝉
の
声
　
　
　
　
　
鶴
松
　
陽
子

　
　
七
　
位
　
６
点

口
ぐ
ち
に
猛
暑
を
嘆
き
席
に
つ
く
　
　
　
　
　
小
幡
富
貴
子

手
花
火
に
服
喪
の
ひ
と
を
誘
ひ
け
り
　
　
　
　
室
井
千
鶴
子

立
山
よ
り
の
水
の
巡
り
て
稲
は
穂
に
　
　
　
　
池
嵜
み
き
子

露
草
や
峠
越
え
れ
ば
風
変
は
る
　
　
　
　
　
　
神
田
　
邦
子

着
馴
れ
た
る
普
段
着
涼
し
家
涼
し
　
　
　
　
　
水
野
　
元
雄

割
烹
着
は
昭
和
の
白
さ
母
の
日
よ
　
　
　
　
　
石
田
　
英
子

　
　
八
　
位
　
５
点

足
三
里
手
三
里
揉
ん
で
夕
端
居
　
　
　
　
　
　
新
村
美
那
子

踏
ん
ば
ら
ね
ば
死
に
そ
う
に
な
る
残
暑
か
な
　
大
﨑
　
寛
子

飛
石
で
つ
な
が
る
新
居
あ
か
と
ん
ぼ
　
　
　
　
西
野
津
奈
子

秋
季
俳
句
大
会
作
品
集

高
田
　
　
勇

跡
治
　
順
子

谷
　
　
順
子

栃
原
百
合
子

稗
苗
　
良
二

千
鶴
子
選

純
　
子
選

敬
　
三
選

　
稔
　
選

と
お
る
選

ゼ
リ
ー
喰
む
た
び
初
め
て
と
言
ふ
母
よ

自

転

車

の

空

気

満

タ

ン

夏

休

夜
の
秋
メ
ー
ル
に
小
さ
き
感
嘆
符

ト
ラ
ッ
ク
の
七
夕
短
冊
を
落
と
す

終
戦
忌
父
の
遺
骨
は
母
の
も
の

　　「
越
の
讃
歌
」（
山
）
高
点
上
位
入
賞
作
品

　
立
山
の
水
を
盥
に
瓜
冷
や
す
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
平
太

　
雑
魚
寝
し
て
見
上
ぐ
る
立
山
の
星
月
夜
　
　
　
馬
瀬
　
和
子

　
山
の
気
の
澄
み
て
色
濃
き
夏
あ
ざ
み
　
　
　
　
新
村
美
那
子

　
山
貫
き
し
偉
業
や
虹
の
黒
部
ダ
ム
　
　
　
　
　
田
中
　
憲
子

　
借
景
は
立
山
連
峰
夏
料
理
　
　
　
　
　
　
　
　
升
田
　
義
次

　
青
嶺
濃
し
周
年
祝
ふ
剣
舞
か
な
　
　
　
　
　
　
四
宮
　
一
子

　
絵
解
き
め
く
案
内
板
や
登
山
口
　
　
　
　
　
　
高
木
　
昭
夫

　
み
く
り
が
池
青
嶺
映
し
て
な
ほ
青
し
　
　
　
　
河
西
　
悦
子

　
立
山
の
豊
か
な
恵
み
神
の
滝
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
富
貴
子

　
立
山
よ
り
の
水
奔
放
に
立
夏
か
な
　
　
　
　
　
森
　
　
純
子

　
朝
夕
の
立
山
美
し
と
帰
省
の
子
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
敏
江

　
山
の
田
を
継
ぎ
て
節
く
れ
豊
の
秋
　
　
　
　
　
髙
井
　
富
子

　
登
山
靴
履
き
て
と
き
め
く
八
十
路
か
な
　
　
　
角
田
　
睦
子

　
雲
海
を
抜
け
て
雄
山
の
列
に
つ
く
　
　
　
　
　
宇
波
可
津
志

　
ご
ち
さ
う
は
山
の
湧
き
水
冷
さ
う
め
ん
　
　
　
下
野
マ
サ
子

　
ト
ロ
ッ
コ
の
警
笛
ぬ
け
る
青
葉
山
　
　
　
　
　
石
川
　
彰
子

　
赤
と
ん
ぼ
二
上
山
に
句
碑
い
く
つ
　
　
　
　
　
土
田
　
由
朗
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高
校
生
の
頃
、
松
尾
芭
蕉
の
「
不
易
流
行
」

の
言
葉
に
ふ
れ
、
芸
術
の
本
質
に
立
脚
す
る
と

と
も
に
絶
え
ざ
る
変
革
を
め
ざ
す
姿
勢
に
深
く

感
銘
し
、
自
ら
の
信
条
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
末
か
ら
、
海
外
と
の
文
化
交
流
が

生
ま
れ
た
中
で
、
古
今
の
文
芸
書
を
渉
猟
し
、

自
ら
獺
祭
書
屋
主
人
を
号
し
た
正
岡
子
規
は
、

日
本
の
短
詩
型
文
学
の
本
質
を
追
及
し
、
西
洋

化
、
近
代
化
で
も
た
ら
さ
れ
た
文
芸
思
潮
を
取

り
入
れ
変
革
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
俳
句
が
世
界
最
短
の
詩
で
あ
る
こ
と
の
意
義

を
ハ
ー
バ
ー
ド
ス
ペ
ン
サ
ー
の
主
張
か
ら
援
用

し
、
美
術
用
語
の
ｓ
ｋ
ｅ
ｔ
ｃ
ｈ
の
訳
語
「
写

生
」
を
も
と
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
、
ア
イ
デ
ア
リ

ズ
ム
な
ど
の
概
念
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
近
代

俳
句
を
方
向
づ
け
ま
し
た
。

　
一
方
、
明
治
時
代
初
期
に
は
、
日
本
の
俳
句

や
短
歌
は
、
西
洋
で
は
「
詩
」
と
捉
え
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
西
洋
詩
は
短
く
て
も
ソ

　
　
　
　
　
不
易
と
流
行
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
俳
諧
か
ら
俳
句
へ
そ
し
て
世
界
文
学
へ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　
富
山
県
歌
人
連
盟
副
会
長

　

講
演
要
旨

ネ
ッ
ト
の
十
四
行
詩
で
、
韻
律
を
重
ね
る
長
大

さ
重
厚
さ
、
思
想
の
統
一
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
、

専
門
家
が
創
作
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
う
し
た
時
代
に
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
（
小
泉
八
雲
）
は
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
の

も
と
、
日
本
の
俳
句
・
俳
諧
、
短
歌
・
和
歌
に

つ
い
て
、
詩
形
な
ど
と
と
も
に
、
題
材
や
文
芸

的
背
景
を
、
作
品
ご
と
に
丁
寧
に
解
説
し
、
多

く
の
人
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
紹

介
が
多
言
語
で
訳
さ
れ
、
世
界
各
国
に
ハ
イ
ク

が
知
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
欧
米
で
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
野
口
米
次

郎
は
、
一
九
一
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
し
た

〝
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ 

Ｏ
Ｆ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｅ 

Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
〟 『
日
本
の
詩
の
精
神
』
で
、

俳
句
は
作
者
に
よ
っ
て
は
完
成
せ
ず
、
読
者
が

完
成
す
る
文
学
と
し
ま
し
た
。
寺
田
寅
彦
も「
俳

諧
は
読
者
を
共
同
作
者
と
す
る
」
と
の
フ
ラ
ン

ス
人
の
言
葉
を
引
用
し
、
俳
句
作
品
の
成
立
要

因
と
し
て
い
ま
す
。（「
俳
諧
の
本
質
的
課
題
」）

こ
れ
ら
は
、
芭
蕉
「
言
い
お
ほ
せ
て
何
か
あ
る
」

が
示
す
よ
う
に
、
余
情
の
本
質
を
端
的
に
示
し

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
作
者
と
読
者
の
共
感
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ

る
日
本
の
短
詩
型
文
学
の
独
自
性
は
、
エ
イ
ゼ

ン
シ
ュ
テ
イ
ン
ら
世
界
の
多
く
の
文
芸
人
に
肯

定
的
に
受
け
と
め
ら
れ
、
世
界
的
普
及
の
足
掛

か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
鈴
木
大
拙
の
弟
子
で
、
戦
前
、
金
沢
四
高
で

教
え
た
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
Ｈ
・
ブ
ラ
イ
ス
は
、
太

平
洋
戦
争
下
の
日
本
収
容
所
で
『
英
文
学
お
よ

び
東
洋
古
典
に
お
け
る
禅
』
や
『
俳
句
』
を
執

筆
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
が
、
戦
後
の
米

国
で
、
ビ
ー
ト
詩
人
ら
の
ハ
イ
ク
創
作
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。「
禅
」
に
象
徴
さ
れ
る

自
己
中
心
主
義
か
ら
の
離
脱
や
、
自
然
と
の
親

和
性
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
戦
後
の
米
国
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

で
入
門
書
や
指
導
書
を
執
筆
し
て
ハ
イ
ク
ブ
ー

ム
を
起
こ
し
た
ハ
ロ
ル
ド
Ｇ
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

「
英
語
ハ
イ
ク
の
父
」、
パ
ー
デ
ュ
ー
大
学
教
授

の
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
テ
イ
ン
が
「
英

語
タ
ン
カ
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
を

経
て
、
多
く
の
知
識
人
が
、
声
高
な
思
想
に
疑

念
を
抱
き
、
人
間
の
呟
き
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
、

記
憶
で
き
る
日
本
の
短
詩
型
文
学
の
特
性
が
注

目
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
専
門
家

で
な
く
て
も
、
誰
も
が
自
ら
の
言
葉
や
心
を
発

信
で
き
る
短
詩
型
文
学
は
、
世
界
の
人
々
に
詩

表
現
の
自
由
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
欧
米
の
小
学
校
教
育
で
は
、
東
洋
や
日
本
を

学
ぶ
際
の
教
材
と
し
て
ハ
イ
ク
が
紹
介
さ
れ
、

子
ど
も
ら
に
創
作
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
日
本
の
俳
句
の
理
解
と
普
及

に
当
た
っ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
今
や

ハ
イ
ク
は
詩
の
一
分
野
と
し
て
認
知
さ
れ
、
世

界
中
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
は
３
行
詩
を
ハ
イ
ク
と
し
、
５
行
詩

を
タ
ン
カ
と
す
る
な
ど
ル
ー
ツ
で
あ
る
日
本
の

俳
句
と
短
歌
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
日
本
の
短
詩
型
文
学
へ
の
理
解
や
共

感
は
、
ま
さ
に
国
際
的
交
流
や
協
力
の
基
盤
だ

と
考
え
ま
す
。

　
文
化
交
流
は
双
方
向
で
す
。
異
文
化
に
敬
意

を
も
っ
て
接
す
る
の
が
日
本
人
の
望
ま
し
い
態

度
と
す
れ
ば
、
日
本
か
ら
世
界
に
広
が
っ
た
短

詩
型
文
学
に
つ
い
て
は
、
特
別
に
敬
意
を
払
う

べ
き
で
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
の
も
と
、

文
化
交
流
を
深
め
、
新
た
な
不
易
流
行
を
期
待

し
た
い
と
考
え
ま
す
。



　「
辛
夷
」
年
次
俳
句
大
会

　
中
坪
達
哉
主
宰
選

　
天
　
位

箱
庭
の
中
で
叶
へ
る
夢
も
あ
り
　
田
村
ゆ
り
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鎌
倉
）

　
第
53
回
砺
波
市
文
化
祭
俳
句
大
会

　
十
月
十
一
日
（
土
）
砺
波
市
文
化
会
館
に
て

開
催
。
投
句
百
九
十
二
句
。
投
句
者
六
十
四
名
。

四
十
五
名
参
加
。

　
講
師

中
坪
達
哉
県
俳
句
連
盟
会
長
　
選

　
天
　
位

天
高
く
タ
ン
ク
に
落
つ
る
籾
の
香
と島

田
　
一
徳

　
地
　
位

油
染
み
し
付
録
の
レ
シ
ピ
秋
な
す
び二

俣
れ
い
子

今
年
米
い
き
れ
の
ま
ま
に
積
ま
れ
た
り

川
田
　
五
市

　
人
　
位

塩
飴
の
袋
か
ら
っ
ぽ
秋
旱
　
　
　
飯
田
　
静
子

分
け
入
り
て
稲
穂
の
う
ね
り
腰
を
打
つ

藤
井
　
哲
尾

蜩
や
け
ふ
の
区
切
り
の
畝
を
立
て
　
大
谷
こ
う
き

川
井
城
子
県
俳
句
連
盟
幹
事
　
選

　
天
　
位

朝
ま
だ
き
南
無
か
ら
下
へ
墓
洗
ふ
　
沖
田
　
泰
子

　
地
　
位

ま
だ
ま
だ
と
老
い
の
出
役
籾
運
び
　
藤
井
　
雅
晴

お
捻
り
の
と
ん
で
来
そ
う
な
菊
人
形八

田
　
幸
子

　
人
　
位

貯
蓄
庫
を
拭
き
上
げ
て
待
つ
今
年
米平

木
美
枝
子
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連
盟
会
報
101
号
を
こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

次
回
102
号
は
令
和
八
年
七
月
一
日
発
行
予
定

で
す
。
会
報
に
関
す
る
記
事
等
が
あ
れ
ば
原

稿
用
紙
に
記
入
の
上
、
左
記
に
送
付
下
さ
い
。

（
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ 

の
み
）

〒
九
三
二
︱
〇
二
一
一
　
南
砺
市
井
波
一
四
八
五
―
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田
　
　
　
勇

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
〇
七
六
三

）
八
二—

二
九
〇
八

　
（
公
）俳
人
協
会
富
山
県
支
部
俳
句
大
会

　
九
月
二
十
三
日
（
火
・
秋
分
の
日
）
富
山
電

気
ビ
ル
に
て
開
催
。
俳
人
協
会
副
会
長
、「
河
」

同
人
会
長
小
島
健
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
俳
句
の

力
」
と
題
し
て
講
演
を
聞
く
。
投
句
数
二
百
一

句
、
会
員
六
十
七
名
で
三
句
投
句
。

　
講
師
特
選

竹
切
つ
て
竹
山
肥
す
秋
燕
忌
　
　
浜
谷
　
栄
子

ま
つ
り
帯
娘
を
く
る
く
る
と
廻
し
解
く

杉
本
　
恵
子

稲
雀
誰
も
叱
ら
ぬ
日
の
暮
れ
る
　
日
出
嶋
雅
美

風
の
盆
道
が
踊
つ
て
ゐ
る
ご
と
し
　
浅
尾
　
京
子

露
草
や
優
し
く
嘘
を
つ
く
介
護
　
高
橋
せ
つ
子

☆
互
選
高
点
句

　
一
　
位

露
草
や
優
し
く
嘘
を
つ
く
介
護
　
高
橋
せ
つ
子

　
二
　
位

草
の
実
や
今
出
来
る
事
ひ
と
つ
づ
つ荒

田
眞
智
子

　
三
　
位

風
の
盆
道
が
踊
つ
て
ゐ
る
ご
と
し
　
浅
尾
　
京
子

◇
受
　
賞

〇（
公
）俳
人
協
会
主
催
第
64
回
全
国
俳
句
大
会

　「
一
般
の
部
」

　
大
会
賞

遊
び
足
り
た
る
春
泥
の
靴
な
ら
ぶ
　
小
嶋
ト
シ
コ

　
秀
逸
賞
　

千
本
の
ア
キ
レ
ス
腱
が
山
車
を
曳
く
　
荒
田
眞
智
子

　
選
者
特
選
句

　
　
上
田
日
差
子
選

手
を
洗
ふ
水
の
重
さ
よ
花
疲
れ
　
脇
坂
琉
美
子

　
　
し
な
だ
し
ん
選

囀
や
小
枝
で
混
ぜ
る
梅
昆
布
茶
　
杉
本
　
恵
子

編

集

後

記

　
　
西
山
　
　
睦
選

千
本
の
ア
キ
レ
ス
腱
が
山
車
を
曳
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
田
眞
智
子

　
　
横
澤
　
放
川
選

虫
出
し
の
雷
に
降
り
立
つ
家
郷
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
坪
　
達
哉

　
　
　
応
募
総
数
　
一
万
一
千
三
百
二
十
二
句

中
坪
達
哉
会
長
は
選
者
を
務
め
た
。

　「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」

　
大
会
賞
（
十
一
句
）

妹
が
わ
ら
っ
て
歩
く
入
学
式

　
　
　
　
　
　
高
岡
市
立
五
位
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
末
森
亜
佳
莉

も
ら
っ
た
よ
ト
ロ
フ
ィ
ー
み
た
い
な
た
け
の
こ
を

　
　
　
　
　
　
高
岡
市
立
五
位
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年
　
柴
垣
里
衣
紗

　
　
　
応
募
総
数
　
一
万
四
百
二
十
八
句

　
　
学
校
賞
　
高
岡
市
立
伏
木
小
学
校

　
　
奨
励
賞
　
高
岡
市
立
五
位
小
学
校

〇
富
山
県
功
労
賞
（
団
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
俳
句
連
盟
　
11
月

〇
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
　
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
か
づ
を
　
11
月

　
令
和
七
年
度
「
辛
夷
」
年
次
俳
句
大
会
　

　
十
月
十
三
日
（
月
・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）
富
山

県
民
会
館
に
て
開
催
。
参
加
者
約
六
十
名
。

　「
辛
夷
」
三
賞
受
賞
者
（
年
間
賞
）　

　
辛
　
夷
　
賞
　
　
大
谷
こ
う
き

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
嶺
子

　
衆
山
皆
響
賞
　
　
倉
沢
　
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
し
げ
こ

遺
影
に
も
見
せ
て
聞
か
せ
て
秋
祭
り野

村
　
邦
翠

「
太
っ
た
」と
告
げ
て
帰
省
子
去
り
に
け
り

斉
藤
　
孝
臣

○
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
俳
句
会

　
北
日
本
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
高
岡
の
講

座
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
俳
句
会
」
が
、
十
月
十
八

日（
土
）射
水
神
社
に
て
、
田
井
三
重
子
講
師
と

受
講
生
十
名
、
招
待
者
二
名
そ
れ
ぞ
れ
が
短
冊

に
し
た
た
め
た
自
作
の
句
を
神
前
で
朗
詠
し
た
。

金
色
の
雲
の
沈
み
て
神
の
留
守
　
田
井
三
重
子

神
の
留
守
と
ろ
み
あ
る
酒
含
む
兄
　
京
井
　
淑
子

◇
句
集
出
版
紹
介

「
連
峰
」
第
十
九
号
　
み
の
り
俳
句
会
　
令
７
・
３

「
若
芽
句
集
」
第
八
集
　
若
芽
句
会
　
令
７
・
８

「
Ⅴ
Ⅰ
Ｔ
Ａ
ク
ラ
ブ
俳
句
教
室
会
員
句
集
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
７
・
８

創
立
五
十
周
年
記
念
県
俳
句
連
盟
合
同
句
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
７
・
10

◇
訃
　
報

県
俳
句
連
盟
前
監
事
　
大
久
保
置
箔
氏

　
　
令
和
七
年
七
月
二
十
九
日
、
ご
逝
去
。

　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

消
　
息


